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研
究
ノ
ー
ト歌

川
国
芳

「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」

に
お
け
る
人
物
表
現
に
つ
い
て

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
絵
物
語

渾

名

神

格

化

中

国

絵

画

「
百
八
人
之
一
個
」

胤

松

林

は
じ
め
に

歌
川
国
芳
(
-
七
九
八
ー
一
八
六
一
）
は
文
政
十
年
か
ら
弘
化
三
年
に
か
け

て
水
滸
伝
絵
画
を
創
作
し
続
け
た
絵
師
で
あ
る
。
国
芳
の
水
滸
伝
絵
画
に
お
い

て
、
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
（
天
保
前
半
期
・
天
保
十
四
年
|
・
弘
化
三
年
）
が

あ
っ
て
、
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
と
前
後
す
る
時
に
出
版
さ
れ
た
も
の
に
「
百
八

人
之
一
個
」
（
文
政
十
年
ー
弘
化
三
年
）
が
あ
る
。
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
は

シ
リ
ー
ズ
同
士
で
の
絵
画
表
現
と
比
べ
、
小
説
を
参
考
に
し
た
部
分
が
少
な
く

な
り
、
人
物
造
形
に
は
先
行
絵
画
を
直
接
的
に
参
照
し
て
い
る
。
中
で
も
「
百
八

人
之
一
個
」
（
文
政
十
年
ー
弘
化
三
年
）
に
用
い
た
同
じ
場
面
を
選
ん
で
描
出
し
、

あ
る
い
は
、
小
説
で
詳
し
く
言
及
し
て
い
な
い
場
面
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
制
作

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
の
制
作
時
期
は
「
百
八
人

之
一
個
」
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
が
、
重
な
る
部
分
が
確
認
で
き
る
。
両
作
に
は

国
芳
の
制
作
意
図
が
伺
え
、
あ
る
程
度
の
関
連
性
が
推
測
で
き
る
。

独
立
し
た
ス
タ
イ
ル
も
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
方
で
、

先
行
研
究
で
は
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
に
お
け
る
全
体
的
な
人
物
表
現
の

表
現
法

特
徴
に
関
し
て
体
系
的
に
研
究
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
論
で
試
み
る
。

ま
ず
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
に
お
け
る
構
図
の
普
遍
的
な
性
格
を
、
絵
物

語
の
視
点
か
ら
論
述
す
る
。
そ
し
て
、
豪
傑
の
造
形
と
渾
名
と
の
関
連
性
を
さ

ぐ
り
、
作
品
に
潜
ん
で
い
る
神
格
化
の
要
素
を
分
析
す
る
。
そ
の
上
で
、
「
水

滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
と
中
国
の
先
行
作
例
の
陳
洪
綬
「
水
滸
葉
子
」
及
び
国
芳
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の
「
百
八
人
之
一
個
」
と
の
関
連
性
を
ま
と
め
、
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
に

お
け
る
独
自
の
表
現
法
を
検
討
す
る
。

「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
に
お
け
る
表
現
の
特
徴

構
図
に
見
ら
れ
る
絵
物
語

「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
の
群
像
表
現
は
構
図
か
ら
言
う
と
、
上
、
中
、
下

と
い
う
三
つ
の
部
分
に
大
別
さ
れ
、
各
部
分
に
三
人
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
上

(

-

）

 

段
に
描
か
れ
て
い
る
豪
傑
の
多
く
は
椅
子
な
ど
に
腰
掛
け
て
い
る
。
中
段
で
は
、

し
ゃ
が
ん
だ
り
足
を
組
ん
で
座
っ
た
り
す
る
姿
が
多
い
。
下
段
の
像
は
、
主
に

脆
い
て
い
る
か
、
ま
た
は
立
っ
て
い
る
姿
で
あ
る
。



「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
に
お
い
て
、
人
物
像
の
構
図
は
視
覚
的
効
果
の
整

然
さ
を
重
ん
じ
る
。
ま
た
、
国
芳
は
原
作
小
説
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
理
解
す
る
上

で
、
物
語
性
も
組
み
込
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
群
像
表
現
で
豪
傑
の
間
の
関

連
性
を
重
視
し
て
お
り
、
構
図
で
は
豪
傑
た
ち
の
座
席
順
で
は
な
く
、
親
類
、

兄
弟
ま
た
は
腹
心
と
い
っ
た
人
物
関
係
に
よ
っ
て
配
置
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

「
＋
二
枚
内
十
二
」
の
張
青
と
孫
二
娘
、
孫
新
と
顧
大
艘
は
夫
婦
関
係
で
あ
る
。

「
十
二
枚
内
四
」
の
都
淵
と
都
潤
、
「
十
二
枚
内
五
」
の
謝
宝
と
謝
珍
、
「
＋
ニ

枚
内
六
」

の
孔
明
と
孔
亮
、
童
威
と
童
猛
、
「
十
二
枚
内
十
」
の
察
福
と
察
慶

は
兄
弟
、
義
理
兄
弟
の
関
係
で
あ
る
。
ま
た
、
宋
江
の
下
に
腹
心
の
李
達
が
描

か
れ
て
お
り
、
慮
俊
義
の
そ
ば
に
腹
心
の
燕
青
が
い
る
。

ほ
か
に
、
縁
を
結
ん
だ
豪
傑
同
士
が
同
じ
図
に
描
か
れ
る
場
合
も
あ
る
。
八

つ
の
例
を
取
り
上
げ
る
。
例
え
ば
、
「
＋
二
枚
内
五
」
の
魯
智
深
は
金
翠
蓮
を

助
け
る
と
き
に
史
進
と
初
め
て
知
り
合
い
、
二
人
は
「
九
紋
龍
剪
径
赤
松
林
、

魯
智
深
火
焼
瓦
罐
寺
」
に
あ
る
よ
う
に
一
緒
に
戦
っ
た
。
郭
城
県
で
勤
め
て
い

た
仲
が
よ
い
朱
仝
、
雷
横
の
二
人
は
「
美
髯
公
智
穏
括
翅
虎
、
宋
公
明
私
放
屎

天
王
」
に
あ
る
よ
う
に
行
動
を
と
も
に
し
、
そ
し
て
梁
山
泊
に
加
わ
っ
て
か
ら

高
唐
州
の
戦
で
と
も
に
敵
と
戦
っ
た
。
「
十
二
枚
内
一
―
-
」
で
は
祁
思
文
と
宣
賛

は
義
理
の
兄
弟
で
あ
り
、
孫
立
と
一
緒
に
大
名
府
を
攻
め
る
と
き
に
梁
山
軍
を

討
伐
し
た
が
、
後
に
両
人
と
も
に
梁
山
泊
に
加
わ
っ
た
。
「
十
二
枚
内
八
」
の

単
廷
珪
と
魏
定
国
は
梁
山
泊
に
加
わ
る
前
に
凌
州
団
練
使
の
役
を
務
め
た
。
彰

記
、
韓
治
の
二
人
は
「
高
太
尉
大
興
三
路
兵
」
「
呼
延
灼
擢
布
連
環
馬
」
に
あ

る
よ
う
に
梁
山
軍
と
戦
い
、
後
に
と
も
に
梁
山
泊
に
加
わ
っ
た
。
「
十
二
枚
内
七
」

の
巽
旺
と
丁
得
孫
は
梁
山
泊
に
加
わ
る
前
に
は
張
清
の
副
将
で
あ
る
。
「
十
二

枚
内
十
」
の
呂
方
と
郭
盛
は
影
山
で
の
武
術
試
合
で
知
り
合
い
、
そ
の
後
と
も

に
梁
山
泊
に
加
わ
る
こ
と
に
し
た
。
ち
な
み
に
、
楽
和
と
孫
立
の
ふ
た
り
は
親

類
で
あ
り
な
が
ら
、
同
じ
画
像
に
描
か
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
二
人
の
造

形
の
装
飾
に
は
、
楽
和
の
鎧
の
模
様
と
孫
立
の
耳
あ
て
の
装
飾
が
同
じ
よ
う
な

図
像
的
視
線
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
微
妙
な
関
連
性
も
複
数
の
作
品
の

間
で
一
貰
さ
れ
、
作
品
の
シ
リ
ー
ズ
性
を
彩
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
梁
山
泊
に
加
わ
っ
た
後
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
戦
う
こ
と
に
な
っ
た

豪
傑
た
ち
も
同
じ
画
像
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
「
十
二

枚
内
六
」
で
は
、
下
段
に
描
き
出
し
た
豪
傑
た
ち
は
い
ず
れ
も
梁
山
泊
の
水
軍

の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
関
勝
を
攻
め
る
と
き
に
、
と
も
に
戦
い
、
後

に
上
段
の
李
応
が
戦
に
負
け
た
豪
傑
を
救
っ
た
。
そ
し
て
、
小
説
で
は
楊
林
と

-150-

魏
定
国
が
と
も
に
戦
っ
た
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
絵
画
で
は
ふ
た
り
の

持
つ
兵
器
は
攻
城
、
火
攻
の
性
能
を
備
え
、
共
同
作
戦
に
向
か
う
意
識
を
示
し

て
い
る
。

「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
シ
リ
ー
ズ
は
豪
傑
た
ち
を
複
数
の
組
に
分
け
て
構

成
し
、
対
と
な
る
表
現
を
表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
絵
師
は
意
図
的
に
複
数
の

ス
ト
ー
リ
ー
の
要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、
豪
傑
の
間
の
対
立
関
係
を
表
出

さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
戦
い
の
一
致
性
も
表
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
張
青

と
関
勝
、
楊
雄
と
石
秀
と
い
う
二
つ
の
組
を
表
現
す
る
場
合
、
二
人
が
梁
山
泊

に
加
わ
る
前
に
敵
に
回
し
た
対
立
関
係
が
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。
孔
明
と
孔

亮
、
呂
方
と
郭
盛
の
場
合
は
、
梁
山
泊
に
加
わ
っ
て
か
ら
戦
い
に
お
け
る
一
致

性
を
強
調
し
て
い
る
。
国
芳
は
、
対
立
と
統
一
を
兼
ね
る
手
法
で
画
像
の
緊
張

感
と
物
語
性
を
彩
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
、
豪
傑
た
ち
の
視
線
は
彼
等
の
多
様
的



な
人
物
関
係
に
よ
っ
て
互
い
に
す
れ
違
う
様
子
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
目
線
の
向
き
は
主
と
し
て
中
心
に
集
中
し
て
い
る
の
で
、
画
像
の
総
体
的

な
視
覚
の
焦
点
は
統
一
さ
れ
て
い
る
。

（二）

人
物
の
造
形
と
渾
名
の
関
連
性

「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
で
は
、
豪
傑
た
ち
の
性
格
と
渾
名
は
深
い
関
連
性

を
持
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
項
充
の
両
腕
の
が
っ
し
り
と
し
た
筋
肉
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

「
八
腎
瑯
旺
」
と
い
う
揮
名
の
性
格
を
は
っ
き
り
表
し
て
い
る
。
鄭
天
寿
と
孟

康
は
肌
色
で
描
か
れ
て
い
る
の
も
、
「
白
面
郎
君
」
、
「
玉
猫
竿
」
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
見
せ
て
い
る
。
曹
正
が
ま
な
板
の
前
に
立
つ
姿
も
「
操
刀
鬼
」
が
示
し

た
職
業
の
特
徴
を
見
せ
て
い
る
。
朱
富
の
笑
顔
も
「
笑
面
虎
」
と
い
う
揮
名
に

ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。
武
松
も
「
行
者
」
の
格
好
を
し
て
い
る
。
杜
遷
の
造

形
も
前
か
が
み
の
立
ち
姿
で
人
物
の
背
の
高
さ
が
う
か
が
え
、
「
摸
着
天
」
の

イ
メ
ー
ジ
を
示
し
て
い
る
。
宋
万
は
雲
模
様
の
戦
抱
を
着
て
お
り
、
「
雲
裏
金
剛
」

の
渾
名
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
。
「
催
命
判
官
」
の
李
立
も
冥
土
の
裁
判

(
2
)
 

官
の
よ
う
で
あ
る
。

孫
立
の
渾
名
の
「
病
尉
遅
」
の
由
来
に
つ
い
て
、
『
宋
江
一
二
十
六
人
賛
」
に

記
録
さ
れ
て
い
る
賛
詩
か
ら
う
か
か
え
る
。
孫
立
の
勇
ま
し
さ
は
唐
の
尉
遅
恭

に
酷
似
す
る
と
い
い
、
小
説
で
は
孫
立
が
淡
い
黄
顔
で
、
病
気
に
罹
っ
て
い
る

尉
遅
恭
に
見
え
て
い
る
。

一
方
で
、
絵
画
に
お
け
る
孫
立
の
耳
あ
て
に
飾
ら
れ

て
い
る
一
匹
の
猿
は
、
両
手
で
目
を
覆
う
造
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
三

猿
」
の
「
不
見
」
に
因
ん
で
い
る
。
「
不
見
」
と
は
、
両
手
で
眼
を
塞
ぐ
姿
で
、

庚
申
の
日
に
気
分
が
悪
く
な
り
が
ち
な
病
人
は
禁
忌
を
犯
さ
な
い
た
め
に
身
を

守
る
ポ
ー
ズ
で
あ
る
。
そ
れ
は
道
家
に
お
い
て
葬
生
の
意
味
と
な
り
、
仏
教
に

お
い
て
幼
善
、
懲
悪
の
便
と
し
て
使
わ
れ
る
。
以
上
か
ら
孫
立
の
揮
名
と
彼
の

耳
あ
て
に
飾
ら
れ
て
い
る
「
不
見
」
と
の
意
味
合
い
、
つ
ま
り
養
生
、
勧
善
、

懲
悪
の
意
味
と
の
つ
な
が
り
が
う
か
が
え
る
。
国
芳
は
小
説
を
理
解
し
た
上
で
、

孫
立
の
造
形
に
宗
教
文
化
を
混
ぜ
入
れ
、
重
層
的
な
手
法
で
絵
画
と
小
説
の
表

現
を
同
時
に
考
慮
し
て
い
る
。
以
上
の
分
析
か
ら
、
国
芳
に
よ
る
孫
立
の
造
形

に
は
渾
名
の
象
徴
性
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

神
格
化
の
表
現
要
素

「
水
滸
佳
豪
木
on

百
八
人
」
は
群
像
の
構
図
を
取
り
い
れ
、
逆
遠
近
法
で
神
像

の
降
臨
す
る
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
る
。
造
形
表
現
に
関
し
て
は
、
蒋
敬
が
鎌
倉

（三）
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時
代
の
毘
沙
門
天
像
の
白
描
作
品
に
酷
似
し
て
い
る
（
図
l
、
図
2
)
。
ま
た
、

張
青
の
左
足
が
組
ま
れ
、
左
足
の
裏
が
上
を
向
い
て
い
る
姿
が
座
禅
の
よ
う
で

あ
る
。明
の
社
会
は
儒
教
と
仏
教
を
主
流
と
し
た
思
想
で
あ
り
、
『
水
滸
伝
』
に
も

似
た
よ
う
な
思
想
が
流
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
の
後
に
は
五
百
羅
漢

の
信
仰
も
民
間
で
広
く
流
布
し
、
全
国
的
な
範
囲
で
盛
況
を
呈
し
て
い
た
。
国

芳
の
水
滸
伝
絵
画
が
階
級
に
か
か
わ
ら
ず
好
ま
れ
て
い
る
の
も
、
小
説
お
よ
び

当
時
の
宗
教
文
化
に
対
す
る
受
容
に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

絵
師
は
「
百
八
人
之
一
個
」
に
も
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
に
も
神
格
化
の
表

現
を
取
り
入
れ
た
が
、
後
者
の
ほ
う
が
構
図
や
人
物
造
形
と
い
う
様
々
な
面
に

現
れ
て
い
る
。



香雪美木愴所識の珊合吋代比沙内

天像

図 1蒋敦」国芳「水滸伝豪傑百八人図2

「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
と
陳
洪
綬
「
水
滸
葉
子
」
と
の
関
連
性

(

-

）

 

「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
に
お
け
る
陳
洪
綬
「
水
滸
葉
子
」
の
参
照

国
芳
に
関
わ
る
歴
史
や
文
献
資
料
に
お
い
て
、
彼
の
水
滸
伝
絵
画
は
明
の
陳

洪
綬
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
「
水
滸
葉
子
」
を
参
照
し
た
こ
と
は
、
直
接
的
な
記

録
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
に
お
け
る
人
物
造
形
か
ら

見
る
と
明
ら
か
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
図
像
学
の
視
点
か
ら
両
作
の
関
連

(
5
)
 

性
が
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
十
分
に
考
察
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
比
較

し
て
み
る
と
、
数
多
く
の
細
部
の
描
写
か
ら
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
は
「
水

滸
葉
子
」
を
参
考
に
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
劉
唐
の
髪
型
、
手
に
持
つ
弓
の
形
は
「
水
滸
葉
子
劉
唐
」
の

-152-

表
現
を
借
用
す
る
（
図
3
•

図
4
)。
蒋
敬
の
造
形
も
衣
装
の
描
き
方
も
「
水

滸
葉
子

雷
横
」
を
学
ん
だ
結
果
の
み
な
ら
ず
、
二
人
の
腰
当
て
の
装
飾
模
様

お
よ
び
そ
れ
を
身
に
つ
け
る
位
置
も
同
じ
で
あ
る
（
図
5
•

図
6
)。
穆
弘
の

穆
弘
」
か
ら
の
参

髪
型
、
衣
装
の
様
式
、
口
に
く
わ
え
る
鞭
も
「
水
滸
葉
子

考
が
う
か
が
え
る
（
図
7
・
図
8
)
。
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人

楽
和
」
と
「
水

索
超
」
に
お
い
て
、
二
人
の
体
の
向
き
は
正
反
対
で
あ
り
な
が
ら
、

か
ぶ
と
の
様
式
が
酷
似
し
て
い
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る
（
図
9
•

図
1
0
)
。

滸
葉
子
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令、~'丸

晶
霞
闘
3

図3 除洪綬「水滸葉子対唐」図4 国芳「水滸伝豪傑百八人対唐」
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図5 除洪綬「水滸葉子雷横」
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図6 国芳「水滸伝豪傑百八人蒋敬」
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図8 国芳「水滸伝豪傑百八人穆弘」
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冗
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．
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ーヤ

一

（
二
）
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
に
お
け
る
陳
洪
綬
「
水
滸
葉
子
」
か
ら
の
発
展

「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
は
「
水
滸
葉
子
」
の
表
現
を
参
考
に
す
る
と
同
時
に
、

独
自
の
創
作
の
性
格
も
見
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
小
林
氏
は
、
「
水
滸
伝
豪
傑

百
八
人
」
が
常
に
他
の
視
点
か
ら
「
水
滸
葉
子
」
の
豪
傑
を
描
き
出
し
、
「
水

、, • . . 
,． —""''""、....

一素超」「除洪綬水滸葉子図9

図10 国芳「水滸伝豪傑百八人
示和」
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滸
葉
子
」
と
同
じ
人
物
の
表
現
法
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
人
物
名
を
陳
洪
綬
に

描
か
れ
て
い
な
い
豪
傑
に
転
用
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
「
水
滸

薬
子

董
平
」
の
表
現
は
学
問
の
深
い
様
子
で
あ
り
な
が
ら
、
国
芳
に
よ
る
董

平
は
そ
の
武
者
と
い
う
身
分
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
「
水
滸
葉
子
玩
小
七
」

の
顔
は
し
わ
に
溢
れ
、
手
に
敵
の
首
を
下
げ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
彼
の
恐
ろ

し
い
性
格
が
う
か
が
え
る
。
一
方
で
、
国
芳
に
よ
る
玩
小
七
は
若
い
漁
師
の
姿

で
描
か
れ
、
日
常
の
生
活
感
が
溢
れ
た
人
物
像
を
強
調
し
て
い
る
。

陳
洪
綬
の
「
水
滸
薬
子
」
に
お
け
る
豪
傑
の
衣
装
の
表
現
に
は
、
重
複
す
る

例
が
見
出
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
董
平
や
索
超
の
体
の
向
き
が
真
逆
で
あ
り
な

が
ら
、
甲
冑
の
様
式
は
酷
似
し
て
い
る
（
図
11
・
図
9
)
。
ま
た
、
李
造
と
戴

宗
の
帽
子
表
現
も
同
じ
様
式
（
図
1
2
•図
1
3
)で
あ
る
。
た
だ
し
、
国
芳
は
陳

洪
綬
の
豪
傑
の
造
形
表
現
を
鏡
に
す
る
一
方
で
、
「
水
滸
葉
子
」
と
同
じ
よ
う

な
表
現
を
避
け
て
い
る
。
ま
た
、
意
識
的
に
陳
洪
綬
に
よ
る
作
品
の
重
複
す
る

と
こ
ろ
を
逃
し
、
豊
か
な
画
像
表
現
を
重
ん
じ
る
。
例
え
ば
、
「
水
滸
薬
子
」

の
李
逹
、
戴
宗
の
帽
子
の
表
現
に
関
し
て
は
、
国
芳
は
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人

孔
明
」
し
か
参
考
と
し
て
使
わ
な
か
っ
た
（
図
12
．図
13
．図
14)
。
ま
た
、
「
水

滸
葉
子
」
で
は
類
似
し
て
描
か
れ
た
董
平
、
索
超
の
甲
冑
の
様
式
を
「
水
滸
伝

豪
傑
百
八
人
」
の
李
立
、
楽
和
に
転
用
す
る
が
、
国
芳
は
模
様
の
装
飾
で
異
な

る
二
つ
の
ス
タ
イ
ル
を
描
出
し
た
（
図
9
．
図
10
．
図
11
・
図
15)
。
『
歌
川
国

芳
列
伝
』
で
も
、
国
芳
は
絵
画
の
多
様
性
を
重
ん
じ
る
意
識
に
関
し
て
以
下
の

よ
う
に
示
し
て
い
る
。

国
芳
の
水
滸
伝
を
画
く
や
、
画
き
来
り
て
二
十
余
人
に
お
よ
び
、
熟
視
す
れ

ば
其
の
面
貌
、
骨
相
、
梢
同
一
な
る
も
の
あ
る
が
如
し
。
此
に
お
き
て
国
芳
考

一
考
し
て
、

H
に
行
厨
を
腰
に
し
、
本
所
五
ッ
目
の
五
百
羅
漢
寺
に
至
り
、

羅
漢
の
像
を
写
し
来
り
、
し
か
し
て
下
図
を
画
き
出
せ
り
と
ぞ
。

久
. ~ 
... l 

i.1i ァ
-

索
杭
吋
ぷ
屈
！

一

trH令
梵
訊
f

しわゎ
t
杓
:
え
送

董平」除洪綬「水滸葉子
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図11
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戴宗」除洪綬「水滸葉子図12

t

へ



国
芳
は
陳
洪
綬
の
「
水
滸
葉
子
」
を
鏡
に
す
る
と
同
時
に
、
自
己
の
創
作
意

図
と
理
念
を
合
わ
せ
な
が
ら
そ
れ
な
り
の
刷
新
を
達
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る。

ャ

忍
足
喝

i
夜

九含
り

哨
只

紋

g.f4号
烹
が
空
社
利
位
后

．．．． 

七
之 秒匡令量t

李逢」除洪綬「水滸葉子図 13孔明」国芳「水滸伝豪傑百八人図14

李立」国芳「水滸伝豪傑百八人図15

「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
に
お
け
る
「
百
八
人
之
一
個
」
の
継
承
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「
百
八
人
之
一
個
」
と
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
は
国
芳
が
先
後
に
出
版
し

た
大
判
錦
絵
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
両
作
の
創
作
時
期
に
お
い
て
は
重
な
る
部
分

も
あ
り
、
さ
ら
に
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
に
は
豪
傑
の
造
形
表
現
も
「
百
八

人
之
一
個
」
の
痕
跡
が
見
出
さ
れ
る
。
本
節
で
は
、
国
芳
の
描
く
場
面
描
写
お

よ
び
人
物
表
現
か
ら
、
両
シ
リ
ー
ズ
の
継
承
関
係
を
探
る
と
同
時
に
、
「
水
滸

伝
豪
傑
百
八
人
」
の
創
作
意
図
を
分
析
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
に
見
ら
れ
る
場
面
描
写
に
関
し
て
み
て
い
く
。

石
秀
」
と
「
百
八
人
之
一
個

「
十
二
枚
内
九

石
秀
」
の
表
現
は
異
な
ら
ず
、

「
石
秀
智
殺
装
如
海
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
百
八
人
之
一
個

楊
雄
」
に
描
か
れ
た
翠
屏
山
で
濯
巧
雲
と
対
峙
す
る
場
面
も
「
十
二
枚
内
九
」



に
楊
雄
、
石
秀
が
敵
に
回
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
密
接
な
前
後
関
係
を
持
っ
て
い
る
。

「
十
二
枚
内
六

張
横
」
は
「
魂
捉
方
天
定
」

と
い
う
同
じ
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
モ
チ
ー
フ
が
異
な
る
。
「
十
二
枚
内

張
横
」
と
「
百
八
人
之
一
個

張
横
」
は
モ
チ
ー
フ
に
す
る
の
が
張
横
が
方
天
定
を
切
り
そ
の
頭
を
口
で

蛭
え
る
様
子
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
に
お
け
る
人
物
造
形
に
関
し
て
、
「
＋
ニ

六枚
内
九

公
孫
勝
」
は
衣
装
の
模
様
も
そ
れ
を
装
飾
す
る
位
置
も
「
百
八
人
之

朱
武
」
の
表
現
に
酷
似
し
て
い
る
（
図
1
6
•図
1
7
)。「
十
二
枚
内
八

一
個
欧
鵬
」
は
兜
の
形
が
「
百
八
人
之
一
個
索
超
」
の
表
現
に
似
て
い
る
（
図

1
8
•図
1
9
)
。
「
十
二
枚
内
四
穆
春
」
は
豪
傑
の
表
情
や
座
り
姿
、
兵
器
を
手

公袖腔」国芳「水滸伝豪傑百八人図16

朱武」国芳「百八人之一個図17
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欧胴」

冒l
図18 国芳「水滸伝豪傑百八人



素超」国芳「百八人之一個図19湧隆」国芳「百八人之一個図20

穆春」

雲哀森琺磁緊攀紫＄綴＇., 弱＇

図21 国芳「水滸伝豪傑百八人
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に
す
る
持
ち
方
は
「
百
八
人
之
一
個

湯
隆
」
に
因
ん
で
い
る
（
図
20
・図
21)
。

李
雲
」
は
甲
冑
の
模
様
が
「
百
八
人
之
一
個

「
十
二
枚
内
十
一

同
様
（
図
22
、
図
23)
で
あ
る
。

林
沖
」
と

要
す
る
に
、
両
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
場
面
描
写
と
人
物
表
現
の
面
か
ら
、
「
水

滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
は
国
芳
の
出
世
作
で
あ
る
「
百
八
人
之
一
個
」
を
継
承
す

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。



林沖」国芳「百八人之一個図22李云」国芳「水滸伝豪傑百八人

州ぷ

図23

お
わ
り
に

「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
は
「
百
八
人
之
一
個
」
の
次
に
く
る
大
判
錦
絵
シ
リ
ー

ズ
で
あ
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
規
律
性
の
あ
る
構
図
の
中
に
、
群
像
表
現
で

百
八
人
の
豪
傑
が
描
出
さ
れ
さ
ら
に
多
枚
数
の
画
像
の
間
に
関
連
性
も
重
視
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
芳
は
「
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
を
創
作
す
る
に
あ
た
り
、

「
水
滸
葉
子
」
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
意
識
的
に
重
な
る
表
現
を
避
け
る
傾

向
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
国
芳
は
豪
傑
の
中
で
も
、
中
国
の
先
行
作
品
を

参
考
に
し
て
い
な
い
も
の
は
「
百
八
人
之
一
個
」
か
ら
直
接
的
に
受
け
継
い
で

い
る
こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に
、
豪
傑
の
造
形
表
現
は
渾
名
の
意
味
合
い
と
の
関

連
性
を
反
映
し
、
数
多
く
の
面
で
神
格
化
的
な
表
現
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
「
水

滸
伝
豪
傑
百
八
人
」
シ
リ
ー
ズ
を
制
作
す
る
際
に
、
国
芳
は
中
国
の
先
行
作
品
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を
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
る
と
同
時
に
、
自
身
の
水
滸
伝
絵
画
を
超
越
し
た
と
い

え
よ
う
。

註(
l
)
（
明
）
施
耐
庵
『
水
滸
佳
」
岳
麓
枯
社
、
二

0
0
八
年
。

(
2
)
小
林
宏
光
「
歌
川
国
芳
〈
水
滸
佳
豪
木
芸
口
八
人
〉
と
除
洪
綬
の
水
滸
伝
版
画
」

「美

木
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
」
三
四
醍
醐
書
房
、
二

0
一
六
年
一
四
六
頁
。

(
3
)
三
猿
と
は
、
一
匹
は
両
手
で
眼
を
塞
ぎ
、
一
匹
は
耳
を
塞
ぎ
、
一
匹
は
口
を
塞
ぎ
、

こ
れ
で
視
ざ
る
、
着
飾
る
、
言
わ
ざ
る
の
戒
え
と
す
る
意
味
で
あ
る
。

(
4
)
寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
図
絵
」
、
平
凡
社
。

(
5
)
山
本
陽
子
「
武
者
絵
に
お
け
る
仏
教
天
部
像
の
影
響
i

歌
川
国
芳
の
作
品
を
中
心
と

し
て
」
、
（
「
民
族
芸
術
」

30
、
二

0
―
四
年
、
一

0
八
-
1
0
九
頁
。



周
罪
「
国
芳
の
水
滸
伝
絵
画
に
つ
い
て
」
『
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
」
十
一
号
、
立
命

館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
二

0
1
―
年
、
六
九
ー
七
二
頁
。

吋
准
「
中
国
と
日
本
の
「
水
滸
伝
」
図
像
に
お
け
る
比
較
研
究
ー
陳
洪
綬
と
歌
川
国

芳
を
中
心
に
I
」
博
士
論
文
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
、
二
〇
―
四
年
。

神
田
正
行
「
肺
灌
の
水
滸
伝
図
像
を
め
ぐ
っ
て
ー
馬
琴
・
華
山
・
国
芳
」
、
（
『
国
文
学
~

解
釈
と
鑑
賞
』
七
五
、

8
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二

0
1
0
年
、
二
六
ー
―
―
一
六
頁
。

(
6
)
小
林
宏
光
「
歌
川
国
芳
〈
水
滸
佳
豪
烹
百
八
人
〉
と
除
洪
綬
の
水
滸
伝
版
画
」
、
（
『
美

木
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
」
34
、
醍
醐
枯
房
、
二

0
一
六
年
、
一
四
六
頁
。

(
7
)
飯
島
虚
心
『
浮
世
絵
師
歌
川
列
伝
」
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
。

〈
図
録
〉

『
国
芳
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
水
滸
伝
豪
傑
勢
揃
」
、
東
京
：
太
田
記
念
美
術
館
展
覧
会
図
録
、

2
0
1
6
年
9
月。

『
国
宝
•
重
要
文
化
財
大
全
』
（
絵
画
上
巻
）

『
隙
老
理
〈
水
滸
葉
子
〉
』
、
江
亦
こ
江
亦
工
乞
美
木
研
究
室
、

1
9
5
9
年。
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